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地元説明会資料
（平成１９年３月１７日）

多摩ニュータウン環境組合

１．多摩清掃工場の運営状況

ごみ搬入量の推移
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１－２主な活動内容

➢ＩＳＯ１４００１更新
平成15年3月取得・平成18年3月更

新
➢広報活動

「たまかんニュース」
年2回 各100,000部発行
地域版 年4回ポスティング

➢施設見学会の実施
87回 2,378人参加
煙突チャレンジ 4回 29人参加

➢リサイクルの啓発
23,023人来館(H19.2月)

➢唐木田クリーンアップ
80人参加（鶴牧中…初参加）

１－３環境測定結果①

(1) 環境測定情報:排出ガス調査①

年 度 平成１8年度

測定年月日日 H18.5.10 H18.7.20 H18.9.6 H18.11.21 H19.1. H19.3.

運転炉 ２号炉 ３号炉 ２号炉 ３号炉 ２号炉 ３号炉

ばいじん

濃 度
（g/㎥N） <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 分析中 分析中

規制基準値=0.08g/㎥n 自主規制運用値= 0.02g/㎥n 

硫黄酸化物

濃 度
（ppm） 6 5 9 5 分析中 分析中

規制基準値
（㎥N/h） 95.6 95.6 95.6 95.6 95.6 95.6

自主規制運用値=20ppm

窒素酸化物

濃 度
（ppm） 25 31 37 22 分析中 分析中

規制基準値=250ppm           自主規制運用値=56ppm

塩化水素

濃 度
（ppm） 17 9 9 7 分析中 分析中

規制基準値=430ppm 自主規制運用値=25ppm
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１－３環境測定結果②

(2)  大気中のダイオキシン類調査 単位：pg-TEQ/㎥

年 度 調査名等
調査地点

環境基準
からきだの道 中坂公園 小山田緑地 別所公園

平成１8年度

稼動時
夏季調査 0.024 0.027 0.031 0.033

0.6
冬期調査 分析中 分析中 分析中 分析中

年平均値（稼動時） 分析中 分析中 分析中 分析中

停止時調査 分析中 分析中 分析中 分析中

夏季調査：平成１８年７月１９日～２６日。冬季調査：平成１９年１月日～日。停止時：平成１９年２月日～日。

（３） 排出ガス調査②

測定日

H18.4.25 H18.7.21 H18.1027 H19.1.

測定項目 測定炉 単位 排出基準

ダイオキシン類
２号炉

ng-TEQ/㎥N １
0.013 休炉中 0.011 休炉中

３号炉 休炉中 0.00074 休炉中 分析中

２．二枚橋衛生組合受入れ状況

◇二枚橋衛生組合からの可燃ごみ月別受入量及
び平均車両台数は次のとおりです。

受入予定量（地域版３号） 受入実績

平成１８年１１月 ５７８ｔ（１７台／日） ５０８ｔ（１４台／日）

平成１８年１２月 １，８７０ｔ（５５台／日） １，８４４ｔ（５２台／日）

平成１９年 １月 １，９５２ｔ（６１台／日） １，６１４ｔ（４９台／日）

平成１９年 ２月 １，８０８ｔ（５７台／日） １，５４９ｔ（４４台／日）

平成１９年 ３月 ２，１０６ｔ（５９台／日） －－－－－－

合 計 ８，３１４ｔ －－－－－－
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３．調布市の受入れについて

◇前提条件 ごみ減量化の促進

◇受入期間 平成19年４月２日から

平成25年３月31日まで

◇搬入量等 家庭系可燃ごみ26,000ｔ/年

◇搬入ルート 尾根幹線を通行

◇搬入車両 調布市内で収集車両から

運搬車両に積替える

◇搬入日 週４日（月・火・木・金）

◇その他 ３年後に再協議

安全確保の徹底

３－１平成１９年度調布市受入予定量

ごみ受入量 車両台数 ごみ受入量 車両台数

４月 ２，１０９ｔ ※３０台 １０月 ２，１０３ｔ １５台

５月 ２，３５８ｔ ※３１台 １１月 ２，１２６ｔ １５台

６月 ２，２５０ｔ ※３２台 １２月 ２，３８２ｔ １９台

７月 ２，２３２ｔ １６台 １月 ２，１２０ｔ １７台

８月 ２，２５９ｔ １６台 ２月 １，７４５ｔ １３台

９月 ２，２１３ｔ １７台 ３月 ２，０９０ｔ １５台

合計 ２５，９８７ｔ

・車両台数は１日当りの平均台数
※４～６月は、積替中継施設稼動前で収集・運搬
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３－２可燃ごみ焼却量予測
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４．平成１９年度予算概要

◇平成１９年度……新たな段階への移行の年

◇予算総額…………２８億５，８３９万円

◇主な事業

➢調布市受入れに伴う収入（11億7,920万円）

➢電力収入の増加（8,451万円）

➢地域ふれあい交流事業立上げ（41万円）

➢リサイクル事業の促進（ｴｺｾﾒﾝﾄ購入・廃食器回収等）
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４－１歳入歳出予算額

歳 出
平成１９年度 平成１８年度

金額(千円） 構成比 金額(千円） 比較(千円）

1議会費 4,663 0.20% 5,346 ▲ 683

2処理場費 1,370,221 47.90% 1,220,161 150,060

3公債費 1,471,442 51.50% 1,471,442 0

4予備費 12,017 0.40% 10,000 2,017

5諸支出金 47 0.00% 41 6

歳出合計 2,858,390 100.00% 2,706,990 151,400

歳 入
平成１９年度 平成１８年度

金額(千円） 構成比 金額(千円） 比較(千円）

1分担金及び負担金 1,576,109 55.10% 2,657,023 ▲ 1,080,914

2使用料及び手数料 37 0.00% 33 4

3財産収入 46 0.00% 40 6

4繰越金 10,000 0.40% 10,000 0

5諸収入 1,272,198 44.50% 39,894 1,232,304

歳入合計 2,858,390 100.00% 2,706,990 151,400


